
旧
制
ナ
ン
バ
ー
中
学
の
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「
読
も
う
会
」
十
一
月
の
課
題
本
は
『
武
蔵
野
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
（
三
浦
朱
門 

著
）
だ
っ
た
。
著
者

の
母
校
、
東
京
府
立
第
二
中
学
時
代
の
仲
間
を
中
心
に
物
語
が
展
開
さ
れ
る
。 

 

そ
の
第
二
中
学
は
北
多
摩
郡
立
川
村
に
創
設
さ
れ
て
い
た
。
第
一
中
学
は
い
わ
ず
と
知
れ
た
今
の

日
比
谷
高
校
。
第
三
中
学
は
両
国
高
校
、
第
四
中
学
は
戸
山
高
校
、
第
五
中
学
は
小
石
川
高
校
。
い

ず
れ
も
都
心
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
第
二
中
学
が
僻
地
と
も
い
う
べ
き
立
川
に
設
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。 

 

明
治
政
府
の
考
え
方
は
、
第
一
は
重
要
な
も
の
で
中
央
に
置
く
。
第
二
は
中
央
か
ら
外
れ
た
不
穏

な
空
気
の
あ
る
所
に
そ
れ
を
抑
え
る
意
味
で
設
置
す
る
。
そ
し
て
第
三
は
伝
統
の
あ
る
重
要
拠
点
に

置
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
に
よ
り
、
第
一
師
団
、
一
高
は
東
京
。
第
二
師
団
、
二
高
は
仙
台
（
理
由
：
戊
辰
戦
争
で
官

軍
と
戦
っ
た
東
北
の
地
は
要
注
意
）
。
三
高
は
伝
統
の
あ
る
京
都
。
第
三
師
団
は
？…

…

名
古
屋
。 

第
三
師
団
が
大
阪
で
な
く
名
古
屋
に
な
っ
た
の
は
、
西
南
戦
争
で
大
阪
の
軍
は
弱
か
っ
た
こ
と
と
、

関
西
、
北
陸
へ
の
睨
み
を
き
か
す
意
味
で
名
古
屋
に
し
た
ら
し
い
。 

参
考
ま
で
に
自
衛
隊
の
第
二
師
団
は
旭
川
、
第
三
師
団
は
大
阪
近
郊
の
伊
丹
で
あ
る
。 

  

第
二
中
学
が
中
央
か
ら
外
れ
た
立
川
は
解
っ
た
が
、
不
穏
な
空
気
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。 

・
三
多
摩
は
明
治
二
十
六
年
に
地
元
の
意
向
を
無
視
し
、
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
に
編
入
さ
れ
た
。 

・
明
治
十
七
年
に
は
近
く
で
秩
父
困
民
党
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
に
第
二
中
学
、
第
三
中
学
、
第
四
中
学
を
同
時
に
設
置
す

る
際
に
、
第
二
中
学
を
立
川
に
創
設
し
三
多
摩
に
花
を
持
た
せ
た
。
な
お
、
八
王
子
に
し
な
か
っ
た 

の
は
、
八
王
子
は
絹
で
栄
え
て
お
り
、
遊
郭
が
あ
っ
た
た
め
と
い
う
。 

  

で
は
、
大
阪
府
の
中
学
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
中
学
は
現
在
の
北
野
高
校
。
第
二
中 

学
は
郡
部
の
堺
、
八
尾
、
茨
木
が
候
補
に
上
が
り
、
大
阪
人
ら
し
く
理
屈
で
は
な
く
抽
選
に
よ
り
第 

二
中
学
は
三
国
丘
高
校
、
第
三
中
学
は
八
尾
、
第
四
中
学
は
茨
木
と
な
っ
た
（
い
ず
れ
も
明
治
二
十 

八
年
創
立
）
。
重
要
な
地
で
あ
る
天
王
寺
に
は
第
五
中
学
が
一
年
遅
れ
て
創
設
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


